
さわやかな陽気の昼間に比べ，朝晩はだんだんと気温も低くなってきました。寒暖の差の激し

いこの時期は，体調を崩しやすいので注意が必要です。体調管理の基本は，規則正しい生活リズ

ムを維持することです。早ね・早起き・朝ごはんでさわやかな秋を元気に過ごしましょう。 
 

１０月１７日～２３日 は 薬と健康の週間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

飲みぐすりは胃や腸で溶けてバラバラになり，くすりの 

成分が主に腸から体内に吸収されて血管の中に入ります。 

血液に乗ってまず肝臓に運ばれ，心臓のポンプ作用で全身 

を巡り，目標の場所で効果を発揮します。体中を巡ってい 

る間に肝臓で分解されたり，腎臓から尿と一緒に排泄され 

たりして体内からなくなっていきます。 

一般的にくすりが効くためには，くすりの成分が，血液 

中で効き目が現れる濃度に達していることが必要です。で 

すから，時間がたって血中濃度が下がってくる頃に，次の 

くすりを飲んで濃度を上げることが大事です。くすりを飲 

む量とタイミングを守りましょう。 

 

すべての薬には主作用と副作用があります。 
主作用…薬を使用する本来の目的である，病気を治したり 

軽くしたりする働きのこと。 

（熱が下がった。せきが止まったなど） 

副作用…薬本来の目的以外の好ましくない働きのこと。 

（薬を使用したことで，顔や体にぶつぶつができたり，眠くなったりするなど） 
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NO.1４ 
 

薬には溶ける場所や時間を調節して，効果を

最大に発揮するためのの工夫があるので，薬

の形を変えずに飲むことが大切です。 
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薬についての 

Q＆A 

 

Q２「頓服薬」と書かれた薬をもら

いましたが，どんな薬です

か？ 

 

Ａ2「頓服薬」とは必要な時(症状

のひどい時や頭痛，熱のある

時など)に使用することを目

的とした臨時的な使い方をす

る薬のことです。分かりやす

く言えば，これらはそのとき

に起こった症状に合わせて，

その時だけ使用することを目

的とした薬です。 

Q１病院でもらう処方せんを薬局に持って行って買う薬 

と，薬局・ドラッグストアで処方せんなしで買える薬

とはどう違いますか？ 

 

Ａ1 病院で処方される薬は作用が強いため，医師が出す

処方せんがないと手に入れることはできません。一

方，薬局・ドラッグストアで処方せんなしで買える

薬は，比較的作用が緩やかなため医師の指示を必要

としません。 

Q３説明書に「１５歳以上１日３錠」と書かれている薬が 

あります。１３歳の私は何錠のんだら良いのですか？ 

 

Ａ3 説明書に１５歳未満ののみ方が書かれていない薬は

１５歳未満の人は使うことはできません。１５歳未

満の人が使っても良い薬の場合は，１５歳未満のそ

れぞれの年齢に合わせた量など使い方が書かれてい

ます。 

Q４クラスで風邪が流行しています。風邪をひかないように先に風邪薬を使っても良いですか？ 

 

Ａ4 薬は弱った体や病気になった体をもとの元気な状態に戻す手助けをするために使うものです。

風邪薬は予防のために使うものではありません。風邪の予防には，食事・運動・休養・睡眠な

どに気をつけて規則正しい生活習慣を続けることが大切です。これが風邪に対して抵抗力を持

つことにつながります。また，外から帰った時には必ず手洗い・うがいをしましょう。 

参考資料：少年写真新聞中学保健ニュース 


